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６
月
か
ら
の
ア
ユ
漁
解
禁
に
先
駆
け
、

町
水
産
振
興
連
合
会
（
生
田
正
明
会
長
）
主

催
の
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
年
長
児　

人
に

２２

よ
る
ア
ユ
放
流
が
、
５
月　

日
、
黒
坂
カ
ワ

１５

コ
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
会
の
生
田
会
長
が
、

「
今
日
は
皆
さ
ん
に
、
７
㌢

く
ら
い
の
大

き
さ
に
育
て
た
稚
ア
ユ
を
放
流
し
て
も
ら

い
ま
す
。
７
月
に
は
、
保
育
所
プ
ー
ル
で

の
ア
ユ
つ
か
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
園
児
ら
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
稚
ア

ユ
を
川
岸
か
ら
一
斉
に
放
流
、「
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
な
が
ら

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
く
な
れ
と
声
か
け
て

　

サ
ツ
キ
や
盆
栽
の
愛
好
者
が
丹
精
し
て

育
て
た
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
、
町

制　

周
年
記
念
第　

回
日
野
町
さ
つ
き
ま

５０

３７

つ
り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
５
月　
２６

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
山
村
開
発

２８

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
色
と
り
ど
り
に
花
開
い
た

サ
ツ
キ
、
見
事
な
枝
ぶ
り
の
盆
栽
な
ど
が

並
び
、
来
場
者
は
出
来
栄
え
に
感
心
し
な

が
ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ツ
キ
や
山
野
草
が
当
た
る
抽

選
会
や
、
サ
ツ
キ
の
育
て
方
の
講
習
会
も

行
わ
れ
る
な
ど
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
、
来
場

者
に
も
好
評
で
し
た
。

■
受
賞
者
（
最
優
秀
賞
の
み
掲
載
） 

さ
つ

き
の
部
＝
（
銘
木
の
部
）
中
田
将
さ
ん
（
金

持
）
盆
栽
の
部
＝
塚
本
正
夫
さ
ん
（
舟
場
）

見
事
な
出
来
栄
え
に
感
心

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
、

貝
原
出
身
の
文
芸
評
論
家
、
生
田
長
江

を
紹
介
す
る
看
板
が
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
外
の
人
に
長
江
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
生
田
長
江

顕
彰
会 
白
つ
つ
じ
の
会
（
河
中
信
孝
会

長
）
が
企
画
し
た
も
の
。
設
置
は
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、
根

雨
駅
か
ら
も
見
え
る
位
置
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

５
月　

日
に
行
わ
れ
た
除
幕
式
で
、

１４

河
中
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
力
で
立
派
な

看
板
が
で
き
ま
し
た
。
町
の
文
化
活
動

が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

偉
人
の
業
績
知
っ
て

町内の長江ゆかりの地などを紹介

元気なアユに興味津々

広報ひの ２００９年６月号

作品に見入る来場者

ジュリアンさん（写真奥）を囲んで和やかなひととき

　

春
か
ら
日
野
町
に
赴
任
し
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
英
語
指
導
助
手
）
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・

フ
ォ
ー
ニ
ー
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
を
温

か
く
迎
え
よ
う
と
、
日
野
国
際
交
流
協
会

（
小
谷
博
徳
会
長
）
の
会
員
ら
に
よ
る
歓
迎

会
が
、
５
月　

日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か

２６

れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
の
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
と

会
員
ら
合
わ
せ
て　

人
。

１７

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
は
、「
日
野
町
は
静
か

な
と
て
も
い
い
所
で
、
英
会
話
を
教
え
て

い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
い
子
た
ち
ば
か
り
。

今
日
は
招
い
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
お
互
い
に
日
本
の
こ
と
や

ア
メ
リ
カ
の
こ
と
な
ど
質
問
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
日
野
町
へ
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滝
山
振
興
に
役
立
て
て

　

町
制　

周
年
を
記
念
し
、
６
月
８

５０

日
、
黒
坂
地
区
商
工
振
興
会
（
長
尾
敏

久
会
長
）
が
、
日
野
町
へ　

万
円
を
寄

５５

付
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
い
た
だ
い
た
寄
付
を
、
滝

山
公
園
へ
の
植
樹
な
ど
、
滝
山
の
観

光
振
興
に
使
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。小黒さん（右）からデザインのアドバイス

木
の
温
も
り
生
か
し
て

　

６
月
５
日
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、

木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
出
前
教
室
が
、

根
雨
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

組
み
木
作
家
の
小
黒
三
郎
さ
ん
（
倉

敷
市
）
を
講
師
に
、
動
物
の
親
子
を

テ
ー
マ
に
し
た
組
み
木
の
デ
ザ
イ
ン
と

製
作
を
行
い
ま
し
た
。

出来上がった児童の作品は、６月末まで図書館で展示しています

　

旧
日
野
町
青
年
の
家
を
利
用
し
て
設
立

さ
れ
た
真
住
公
民
館
（
山
川
茂
樹
館
長
）
の

玄
関
に
、
５
月　

日
、
看
板
が
設
置
さ
れ
ま

３１

し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
民
館
設
立
１
周
年
を
記
念

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
生
田
哲
也
さ
ん

（
三
土
）
が
ヒ
ノ
キ
を
加
工
し
、
町
が
筆
を

入
れ
た
手
作
り
。

　

山
川
館
長
は
、「
公
民
館
を
設
立
し
て
か

ら
の
１
年
間
、
真
住
地
区
の
文
化
祭
、
運
動

会
や
ぽ
か
ぽ
か
教
室
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

町長を迎え取り付け作業

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
拠
点
に

　

町
内
の
文
化
団
体
に
よ
る
作
品
を
一
同

に
展
示
す
る
、
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

（
植
木
正
枝
会
長
）
主
催
の
、
町
制　

周
年

５０

記
念 
第
６
回
日
野
町
文
化
展
が
、
６
月
６

日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
多
く
の
入
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
墨
画
や
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、

写
真
、
陶
芸
、
石
こ
け
し
な
ど
の
各
グ
ル
ー

プ
の
展
示
に
加
え
、
特
別
参
加
の
個
人
の

絵
画
な
ど
、
計
１
４
０
点
余
り
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
見
事
な
出
来
栄
え

に
感
心
し
な
が
ら
見
入
り
、
出
品
者
に
見

ど
こ
ろ
を
尋
ね
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

１
４
０
点
の
力
作
を
展
示見事な書や絵画、陶芸などが並ぶ

　

町
内
の
文
化
団
体
に
よ
る
作
品
を
一
同

に
展
示
す
る
、
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

（
植
木
正
枝
会
長
）
主
催
の
、
町
制　

周
年

５０

記
念 
第
６
回
日
野
町
文
化
展
が
、
６
月
６

日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
多
く
の
入
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
墨
画
や
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、

写
真
、
陶
芸
、
石
こ
け
し
な
ど
の
各
グ
ル
ー

プ
の
展
示
に
加
え
、
特
別
参
加
の
個
人
の

絵
画
な
ど
、
計
１
４
０
点
余
り
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
見
事
な
出
来
栄
え

に
感
心
し
な
が
ら
見
入
り
、
出
品
者
に
見

ど
こ
ろ
を
尋
ね
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
町
制　

周
年
記
念
第
７
回

５０

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
歌
え
金
管
五
重
奏
」

が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
国
電
力
吹
奏
楽
団
か
ら
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ホ
ル
ン
な
ど
の
金
管
楽
器

を
演
奏
す
る
、
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の
５
人
の
メ
ン

ブ
ラ
ス　

キ
ャ
ッ
ツ

バ
ー
が
出
演
。
ジ
ャ
ズ
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
な

ど
の
、
な
じ
み
深
い
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

客
席
に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
掛
け
、

金
管
楽
器
だ
け
の
珍
し
い
編
成
で
の
演
奏

に
、
静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
も
特
別

出
演
し
、
数
曲
を
合
同
で
演
奏
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

日野中吹奏楽部と迫力の演奏を聞かせる

金
管
楽
器
の
ハ
ー
モ
ニ
ー


